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言 語 発達 に お げ る 語 順パ ラ メ ー タ に っ い て

　 　 巻 立 志 津 夫

（侶 齪 大 学 教 膏 学 部 》

K目 tW　］

　 本 発 表 の 目 的 は、  こ れ ま で に 得 ら れ た 岩 立 の 研 究

緒果 な ど か ら語順申心 の 段 階説 を示 す k と も に、  そ

の 段 階 説 を 書語 学 習 可 能 性 飜 究 の 立 場 （特 に、パ ラ メ

ータ 理 論 〉 か ら 理 鑰 的 睡 襖討 す る こ と に あ るり最 後 に、

補足 的 に 教 留 ど の 関 連 に つ い て も述 べ る。

菰資 料 1 一
書 語 学 習 可 能 性 飜 究 と パ ラ メ ータ 理 総

一1

　 言 語 学 習 冨 能 性 （擒 nguag ¢ learnallility） の 研 究 は

言 語 学 書 ChOmskyの 言 語 獲 得 理 論 の 影 蟹 を 強 く受 け て

い る。言 語 学 習 可 離 性 の 代 義 的 爾 究 者 で あ る blexler

（1ge2 ）は、　言語 学 習 可 能 性 の 研 究 を 三 つ の 概 愈 （  文

法 の ク ラ ス 〔aclass 　 of 　 eramrears 〕、  文 法 の た め

の 慵輟 〔infDrmation 　 about 　 a　gratazaar〕、　   言 語 学

習 手 順 〔 alarmguage −learfiing 　 precedure 〕 ） で 巍 明

し て い る。艶 組 er に よ れ ば、人 間 に と っ て 学 習 可 龍 な

文法 は ク ラ ス （簗合 ） を構戒 し、　各 自 然 言 語 （磯 え ば、

日本 語 ） の 文 法 は そ の ク ラ ス の 1 っ の 要 素 で あ る。さ

ら に、学 習 可 能 な 文 法 ク ラ ス の 中 の あ る 文 法 を 学 習 す

る に は、 そ の 文 法 に 関す る 悩輯 を 必 要 と す る 。 そ し て、

そ の 情 輾 か ら將 定 の 文 法 を っ く り出 す の が 言 語 学 習 手

顯 で あ る。

　 こ の Wen ｝er の 考 え は、譽 立 の 視 点 か ら、次 の 二 っ の

式 に 謀 と め 母 こ とが で 蓉 る。

式 1 　 学 習 可 餽 な 文 法 集 含 ＝ 自 然 言 藷 の 文 法 集 合

　 　 　 十 未 知 だ が 学 習 可 能 な 言 語 の 文 法 集 合

（文 法 の 漁 め の 情 輾 ）

　 P1 パ ラ メ ータ は a 馬 bb，cc の 三 っ の 値 を と る 可 能 性 が

あ り、 ：一こ で iXazaが と ら れ て い る c　 P2パ ラ メ ータ は ＋ ，
一の 二 つ の 値 を と る 邸 能 性 が あ り、 こ こ で 億 各 が と ら

れ て い る。　パ ラ メ ータ 理 論 は パ ソ コ ン ソ フ トで い う 「

ユ
ー

ザ
ー

カ ス ダ マ イ ズ 』 に 傑 て い る e 実 際 に 妍 究 され

て い る パ ラ メ ータ と し て は、主 語 の 有 無 に 関 す る 飆 ／§
・一

恥 パ ラ メ ータ が あ る。パ ラ メ ータ 理 蘭 の 畏 所 は 前 も っ

て 選 択 麓 囲 を 決 め て お くの で 能 輩1が よ い 点 （Choassky

は、　こ れ で 学 轡 遠 度 の 速 さ を 説 鴫 し よ う e
’

す る ）、短

所 は 選 択 の 鯒 囲 が 碾 定 さ れ て し ま う 点 で あ る。

‘資 斜 2 一翻 麟 中 心 の 段 購 鶸一．】

　 岩 立 （思 60，1981）の 硲 究 か ら、語 順 に 関 す る 書 語 髭

達 に は 次 の 四 っ の 段 醗 の 存 在 が 考 え ら れ る 。

或 2 　 inpvt

　 　 　 　 ↓

　 　 　一定 の 手 黷

　 　 　 　 甚

　 　 　 eutput

（靄語 学 習 手 順 〉

（文 法 の ク ラ ス ） f
　 式 2 の 中 の

一
定 の 手 題 （言 語 学 習 手 順 ） と し て、理

在 盛 ん に 購 聽 さ れ て い る の が パ ラ メ ータ 瑾 諞 で あ る （

Hyams，lga6）。 パ ラ メ b・一．タ 理 麹 に よ れ ば、人 間 に は 生

得 的 に 普 運 文 法 （UG ： Vr、ivesal 　 Gramamar ）が 備 わ っ て い

る、　そ し て 、　こ の 普遍 文 法 は パ ラ メ ータ 形 式 を と る。

パ ラ メ ー．夕 形 式 と は 次 の よ う に 図 示 で き る。

　 　 　P1＝ma 　 （an ，bb，ce ＞

　 　 　P2＝＋ 　 （＋ ，一）

語 順 の な い 殺 階

動 詞 毎 に 語 順 が 決 ま る 段 階

特 定 の 格 （ r ガ 牆 』 や 「
ヲ

よ っ て 語 順 が 決 ま る 段 懸 （

前 後 ）

格 跡 詞 に よ る、言 語 理 解 や

な る 段継 （5歳前 後〜）

　 段 鼈 2 の 荐 在 は 衷 1 の 結 果 な ど か ら 推 攝 さ れ る。表

1 に よ れ ば、動 詞 「か く 』 と 「食 べ 蟲 』 は 共 通 で は な

い が、独 自 の 語 順 を 持 っ て い る薗

　 段 階 3 の 存 在 は 義 2 の 綣 果 か ら 推 瀾 さ れ 墨 g 表 2 に

よ れ ば、 ジ ロ ーは 2 歳 台 で 幡 Gm＋0＋Vの 語 順 傾 向 が 不 随

確 だが、 3 歳 台 に な る と そ の 傾 向 が 醐 礎 に な る面す な

わ ち、　段階 3 に 移行 し て い る 。 　書 語 理 解 で は、　語 順 ス

トラ テ ジ ーが 現 わ れ る （岩 立 ，ag81 ）。　 す な わ ち、具 館

的 に は o ＋Ga ＋v　za　Ga＋o＋V語 順 と 馼 り違 え る 間 違 い が 多 く

な 悉6

　 段 曙 4 の 存 在 は 龜 動 詞 文 の 理 解 の 正 答 率 が 言 語 水 準

が あ が る に 従 い 高 くな る こ と か ら 予 想 さ れ る （岩 立 ，

19Sl、資 料 1ま省 略 ）。

匿資 料 3 −−as順 が 璽 黶 で 獄 い 倉 語 獲 繕一一！

　 資 料 2 で の 通 り、日本語 の 獲得 に 隙 し て は 語順が あ

る 役 鶴 を は た し，て い る。　し か し、　言 語 に よ っ て は 様 子

が 違 うe 　Slobin （1992 ）に よ れ ば、　 トル コ 謡 の 獲 得 で は、

  語 順 ス トラ テ ジーが 認 め ら れ な い し （S騨 と雌 Vの 間

一 s8 一
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に 差 が な い ）、  日 本 語 児 に 比 較 し て 低 年 齢 の 段 階 で

osyの 理 解 が 正 確 で あ る。

【考察 1 −r語順パ ラ メ ータ の 存 在一一】

　最 初 に、語 穎 パ ラ メ
ータ に 関 す る 提 案 を す る。

提 案 1

提案 2

提 案 3

語 順 パ ラ メ ータ は 生 得 的 な パ ラ メ ータ で

あ る。

語順パ ラ メ ータ は オ プ シ ョ ン で あ る。

語 順 パ ラ メ ータ の 値 は 3 種 で あ る。

（値 1　 強 い 語 順

　値 2 　弱 い 語順

　 値 3 　 語 順 な し ）

補 足 提 案

日本 語 児 の 場 合 は、  語 順 パ ラ メ ータ を オ プ シ ョ

ン と し て と り （提 案 2 ）、  値 は 「語 順 な し → 強

い 語 順 → 弱 い 語 順 』 と変 化 す る （提 案 3 ）。

．
提 案 1 の 理 由 は、日本 語 児 の 場 合 ほ と ん ど、な ん ら

か の 語 順 が 認 め られ るか らで あ る。

　 提 案 2 の 理 由 は、　トル コ 語児 （他 に フ ィ ン ラ ン ド語

児 や ロ シ ア 語 児 で そ う とい う報 告 も あ る ） の よ う に、

語 順 の 役 割 が 弱 い 場 合 が あ る か ら だ 。

　 提 案 3 は、上 言己の 段 階 説 か ら の 推 定で あ る 。

　 こ れ ら の 提 案 は、勿 論 作 業 仮 説 の 域 を で な い。 し か

し、 こ の よ う な 理 論 的 提 案 か ら 新 し い 研 究 が 現 わ れ て

来 る か も し れ な い 。

【考 察 2 −一
生 得 論 と教 育一】

　 パ ラ メ ータ 理 論 の よ う な 生 得 論 は、　 「教 育 可 能 性 を

否 定 す る 」 と い うこ と で 非 難 さ れ る こ と が 多 い e こ れ

に 対 し て、比 喩 を 示 し て 反 論 し た い 。

　 人 間 は 二 つ の 手 を 生 ま れ な が ら に （生 得 的 に ）持 っ

て い る。そ して、人 間 文 明 は こ の こ と を前提 に で きあ

が っ て い る 。 例 え ば、 フ ル ートは 持 ち 方 か ら穴 の 数 ま

で 人 間 の 手 を前 提 に 設 計 さ れ て い る。 し か し、だ か ら

と い っ て フ ル ートを 学 習 す る こ と の 多 様 な 可 能 性 が 否

定 さ れ る 訳 で は な い。 同 じ こ と が パ ラ メ ータ 理 論 に も

あ て は ま る．
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表 1 　 「ガ 格 」 「 ヲ 格 」 「酌 詞 」

　 　 　 の 諾 順 （あ る 男 児 2；1〜2；8

　 　 　 の 発 話 合 計 ）

　　　　 カク タt
’
ル ヲVt｝ コポ ス カウ 計

表 2 　 r ガ 格 」
「 ヲ 格 亅

「 酌 調 亅 の 語 順

　　　 （5 人 の 幼児 の、各 々 の 発話 合計）

　 　 　 　 ユ
ー
コ　　アキコ　　フミエ　　）

ト
ロ卩　シ

iP 一　タロ闢

　　　　（2；5）（2；7）（3；7）（2‘5）（3；6）（3；9）　計

Ga十〇十V　　　　　　　11　　　 3

0＋Ga＋V　 　6

0＋V＋Ga　 　 　 　 　 　 　 　2

　 　 2　 16

　 　 1　 7

1　 　 　 3

岩 立 （1980 ）よ り

Ga＋D＋V

臼＋Ga＋VGa

＋v＋oo

＋y＋Gav

＋Ga＋aV

＋O＋Ga

42122113 12231 1

1

6　 　11　 15　 　7

4　 　 　 　 　 1　 1

1

岩 立 （1gee）よ り
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